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会社概要
社名	 日本サード・パーティ株式会社［Japan Third Party Co., Ltd. (JTP)］
主な事業所	 本社　〒140-0001 東京都品川区北品川四丁目7番35号 御殿山トラストタワー
	 TEL. 03-6408-2488（代表）　FAX. 03-6859-4797
	 東京テクニカルラボセンター／関西事業所／JTPインテグレーションセンター／
	 関西事業所テクニカルセンター／小山サービスセンター／
	 岩見沢サービスセンター／京都サービスセンター／中部サービスセンター／
	 九州サービスセンター／インド支店
設立	 1987年（昭和62年）10月31日
資本金	 795,475,000円
従業員数	 398名
子会社
Japan Third Party of Americas, Inc.（米国カリフォルニア州サンノゼ市）

株式の概要
発行可能株式総数	 20,700,000株
発行済株式の総数	 6,015,600株
株主数	 6,017名

株式分布状況
株式数（株） 株式数比率（%）

▋金融機関 264,800 4.40
▋証券会社 336,655 5.60
▋その他の国内法人 326,557 5.43
▋外国法人等 157,728 2.62
▋個人・その他 3,999,684 66.49
▋自己株式 930,176 15.46
　合計 6,015,600 100.00

〒140-0001 東京都品川区北品川四丁目7番35号 御殿山トラストタワー
TEL. 03-6408-2488　FAX. 03-6859-4797　URL www.jtp.co.jp

大株主 （上位10位）
持株数（株） 持株比率（%）

森 豊 468,053 9.20
株式会社夢真ホールディングス 260,000 5.11
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 236,500 4.65
JTP従業員持株会 188,000 3.70
外池 栄一郎 100,000 1.97
金山 洋志 97,500 1.92
J.P. MORGAN BANK LUXEMBOURG S.A. 1300000 85,600 1.68
佐伯 康雄 81,100 1.59
吉井 右 76,600 1.51
クレディ・スイス証券株式会社 72,100 1.42

（注） 	1. 当社は、自己株式を930,176株保有しておりますが、上表からは除外しております。
	 2. 持株比率は、自己株式を控除して計算しております。

役員	 （2020年6月30日現在）

会 社 概 要　（2020年3月31日現在）

株 式 の 状 況　（2020年3月31日現在）

郵便物送付先
（電話照会先）

〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部　　  0120-782-031

公告方法 電子公告とし、次のホームページアドレスに掲載します。
https://www.jtp.co.jp
但し、事故その他やむを得ない事由により、電子公告を掲載することができ
ないときは、日本経済新聞に掲載します。

未払配当金の
支払について 株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

「配当金計算書」
について

配当金のお支払いの際にご送付しております「配当金計算書」は、租税特別措置
法の規定に基づく「支払通知書」を兼ねております。確定申告を行う際は、その
添付資料としてご使用いただくことができます。ただし、株式数比例配分方式
をご選択いただいている株主様につきましては、源泉徴収税額の計算は証券会
社等にて行われます。確定申告を行う際の添付資料につきましては、お取引の
証券会社等にご確認をお願いします。なお、配当金領収証にて配当金をお受取
りの株主様につきましても、配当金のお支払いの都度「配当金計算書」を同封さ
せていただいております。確定申告をなされる株主様は大切に保管ください。
株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用されていなかっ
た株主様には、株主名簿管理人である左記の三井住友信託銀行に口座（特別口
座といいます。）を開設しております。特別口座についてのご照会および住所
変更等のお届出は、上記の電話照会先にお願いいたします。

上場金融商品取引所 東京証券取引所JASDAQ（スタンダード）
証券コード 2488
事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 毎年6月
上記基準日 毎年3月31日

その他必要あるときは、あらかじめ公告して
臨時に基準日を定めます。

配当金受領
株主確定日

期末配当金　3月31日
中間配当金　9月30日（中間配当を行う場合）

株主名簿管理人
および特別口座の
口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人
事務取扱場所

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

株 主 メ モ

最高経営顧問 Scott G. McNealy
代表取締役社長 森 豊
取締役 為田 光昭
取締役 伊達 仁
取締役 馬場 寛明
社外取締役 吉田 雅彦
取締役監査等委員 木村 裕之
社外取締役監査等委員 竹内 定夫
社外取締役監査等委員 井出 隆
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新規事業の育成が奏功し大幅な増収増益

　2020年3月期の業績は、売上高は前期比14.1%増の6,245
百万円、営業利益は前期のほぼ2倍となる470百万円となり、
大幅な増収増益となりました。当社は創業以来、海外メーカ
の日本進出を IT 面から支える独立系の専門企業として成
長してきましたが、私が社長に就任した2014年以降、ITを
取り巻く環境の大きな変化にあわせてビジネスモデルの転
換を図り、ビジネスの対象を国内ITメーカ、その先にいるユー
ザにも広げ、加えてAIやIoT、ロボットの事業を立ち上げる
など、新規事業の育成を積極的に行ってきました。こうした
新たな技術を提供することによって当社の知名度が上がり、
また、会社のイメージも、AIやロボティクスに強い会社と認
知されるようになりました。
　昨今の目覚ましいIT技術の進歩によって、クラウドサー

が飛躍的に増加しています。また、近年、売上高が拡大して
いるライフサイエンス分野において、医師不足が社会問題
になるなか、オンライン診療の実現に向けた医療現場のデ
ジタル化は急務です。
　こうした経営環境のなかで、今後、当社として行うべき点
は3点あります。1つ目は「オペレーションの徹底的な自動
化による生産性向上」です。当社においては、他社に先駆け
て2月から在宅勤務を導入し、在宅でできない業務の自動化
を推進してきました。今後も人手に頼っていた業務の自動
化を進め、労働生産性の20%向上を目指します。2つ目は「自
社サービスリリースの高速化による事業拡大」です。前述の
在宅勤務の導入にあわせ、教育ソリューション事業におけ
る集合型の研修もオンライン型の研修に切り替えたため、
当社には在宅勤務やWeb会議の活用、業務の自動化などの
ノウハウが蓄積されています。これらを活かし、お客様の新
たなビジネスモデル構築や働き方改革を支援するサービス
の創出を加速します。3つ目は「グローバル化」です。当社は
2019年4月にインド支店を開設し、インドの優秀で豊富な
IT人財と、人財不足に悩む日本企業を結び付ける事業を展

開しおり、事業の拡大を見据え、優秀なエンジニアの確保を
進めていきます。

IT技術を駆使して企業の
デジタルトランスフォーメーションを支援

　当面は、新型コロナウイルス感染症の影響による企業の設
備投資の冷え込み懸念がある一方で、デジタルトランスフォー
メーションによる新たなビジネスモデル構築に向けたIT投
資が加速する可能性もあり、この両面を見据えた的確な経営
判断が求められる状況が続くものと考えています。しかし
ながら、当社においては、これまでの構造改革の成果から新
規事業を育成する機運が高まっており、また、業績の大幅な
改善によって資金的な余裕も生まれています。日本企業が
急速に発展するIT技術を使いこなすには、当社のような中
立的な立場でITシステムについて相談できる存在の必要性
が高まっています。日本企業が抱える経営課題の解決をIT
面で支援するため、当社自身も徹底的に生産性を高めると
ともに、デジタルトランスフォーメーションを支援する新
たなサービスを開発し、多くの日本企業に提案していきます。

　今後も株主の皆様からの変わらぬご理解、ご支援をお願
い申し上げます。

2020年6月

代表取締役社長 　森 豊

ビスなどの新たな技術が広く普及してきましたが、IT戦略
を立てたり、システムを構築したりするのには専門知識が
必要で、日本の多くの企業は IT を使いこなせていません。
当社はそうした企業に寄り添い、ビジネス課題や技術課題
を一貫して解決し、理想の実現をお手伝いする “ 世話焼き
人”のような存在になりたいと考えており、目指す姿を「イ
ネイブラー（enabler）」としています。2020年3月期の業績
が大幅な増収増益となったのも、目指す姿「イネイブラー

（enabler）」の考え方が社内に浸透し、しっかりと体現でき
ている結果だととらえています。

中期経営計画で収益性の向上を目指す

　当社がこれまで立ち上げた新規事業の収益化の目途が
たってきたことから、当社として初めての中期経営計画を
策定し、2020年4月からスタートしました。従来の労働集約
型ビジネスから、知識集約ビジネスへの転換を図ることを
基本方針とし、時間の切り売り的な労働形態から脱却し、当
社の持つ独自の知見や技術を駆使してより付加価値の高い
サービスを提供して収益性を高めていきます。お客様の理
想の実現をお手伝いする「イネイブラー（enabler）」として、
第三者の中立的な立場を最大限に活用してユーザにとって
最適な提案を行っていくことで、中長期的に連結営業利益
10億円を目指します。

2021年3月期は増収減益予想となるものの
中長期のIT投資ニーズは不変

　新型コロナウイルス感染症の影響によって企業活動はス
トップし、当初予定されていたお客様のIT投資が後ろ倒し
になっていることから、2021年3月期は増収減益を予想し
ています。しかしながら、デジタルトランスフォーメーショ
ン（DX）※1による新たなビジネスモデル構築や働き方改革
に向けた IT 投資は不可避であり、むしろ、新型コロナウイ
ルスによって、多くの企業が社会構造の変化に対応して新
しい経営形態を模索する必要に迫られており、今後、中長期
的には企業の IT 投資がさらに加速する可能性があると考
えています。現実に、データセンターの構築などのITイン
フラの増強や、業務を自動化するためのAIやRPA※2の相談

IT 技術で日本企業を支える 
「イネイブラー（世話焼き人）」として

PRESIDENT MESSAGE 社 長 メ ッ セ ー ジ

2021-2023年第1次中期経営計画の概要

私たちの目指す姿

イネイブラー（enabler） 
“Connect to the Future”（顧客が描く未来に技術で繋ぐ）の理念
の基に、進化し続ける技術を探求し続け、ユーザが求める”あるべ
き姿”を実現します。

基本方針（長期目標）
労働集約型ビジネスから、知識集約ビジネスへの転換を

はかることで、中長期で営業利益10億円を目指す。

各事業セグメント別重点施策
教育ソリューション事業 
・DX時代の人財育成 

ICTソリューション事業 
・IT戦略を具現化するコンサルティング 

ライフサイエンスサービス事業 
・ICT+ライフサイエンスのシステム導入 
・コンプライアンス対応支援 

西日本ソリューション事業
・地域医療ネットワークの構築支援 

デジタルイノベーション事業 
・スマートデバイスソリューション開発 
・コンタクトセンターソリューションの深化 

その他（海外）事業 
・インド支店の黒字化

2020年3月期
（実績）

2023年3月期
（最終年度計画）

売上高 62.4億円 67〜70億円

営業利益 4.7億円 5.5〜6.9億円

代表取締役社長

森　豊

※1  デジタルトランスフォーメーション（DX）：「ITの浸透が、人々
の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させる」という概
念のこと

※2  RPA：「Robotic Process Automation=ロボットによるプロセ
ス自動化」の略称であり、デジタルデータで処理される様々な
オフィス業務を、ソフトウェア・ロボットによって自動化する
という概念、および自動化を実現するソリューションのこと
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2 写真から AI による画像認識で
商品などをお勧めする「レコメンドアイ」

SPECIAL FEATURE 特 集

日本サード・パーティの新サービス
IT業界における技術革新や市場ニーズの変化に対応するため、積極的に新規事業の育成による
構造改革を進めてきた結果、いくつかの新規事業において収益化の目途がたっています。
こうした当社の最近の新規事業の取り組みをご紹介します。

　これまでのECサイトは、ユーザの行動履歴を蓄積し、嗜好の類似した他のユーザの情報を用いて商品をお勧めする機
能しか持たず、データの蓄積量が少ないと、商品のお勧め機能が充実しないという問題がありました。
　「レコメンドアイ」は、画像認識を活用した画像検索を行うと、ユーザのアップロードした画像から、ぴったりあう商品
だけでなく、デザインの似た商品を複数提示することができます。これにより、従来の機能で課題であったデータ蓄積量
の不十分さをカバーし、また、スムーズな検索体験による検索疲れの解消が実現できます。

1 クラウドトータルサービス
「Kyrios（キリオス）」

　 ク ラ ウ ド ト ー タ ル サ ー ビ ス
「Kyrios」は、クラウドの設計構築か

ら運用監視までを一括で支援する
サービスです。クラウド移行、コン
テナベース環境構築など、ベンダー
や形態に捉われないあらゆるプラッ
トフォームに対応し、お客様をシス
テムの制約から解放し、ビジネスの
加速を実現します。

4 ライフサイエンスに特化した
技術サービスをワンストップで提供

　医療分野では、医師不足や医療の地域間格差が社会問題となっています。当社は、20年にわたって医療機器・分析機器
のサポートを行ってきた実績を持ち、近年は、効率的な医療体制を構築するためのAIも含めたITシステムの構築や薬機
法など法規制対応のコンサルティングにまで業務の幅を広げています。
　これまでに蓄積してきたノウハウを活かし、ライフサイエンス業界におけるICTの利活用を推進するとともに、法規
制のコンサルティングを国内外の企業に提供することで、医療分野が抱える課題の解決を支援していきます。

3 人工知能「Third AI」を使ってオンラインでの
対面接客と営業支援を実現する機能を提供

　新型コロナウイルス禍においてWeb上での情報提供が多くなるなか、Thrid AIではオンライン接客機能、RPA連携機
能を強化することにより、Webサイトへの来訪者など、より多くのお客様にチャットツールで対応し、その場でのお問
いあわせ完了へと導きます。「Third AI コンタクトセンターソリューション」はチャットボットを始め、有人チャット、
SMSやCRMなどのシステム連携を行っていますが、「Zoom連携機能」と「RPA連携機能」を搭載することにより、お客
様のご要望に沿ったオンライン接客を実現し、より AIコンタクトセンターのメリットを享受いただくことが可能にな
ります。

チャットボットが面談を受け付け、同時にミーティングリンクも発行

ユーザの使い方

利用イメージ

1. 気になる商品の写真を撮影 2. 検索の時に撮影した写真を
　アップロード！ 3. その際に写真のトリミング可能 4. 類似商品をピックアップ！

　一覧から選んで購入



Japan Third Party Co., Ltd.6 7

4 5 6 7 8 9 10

FINANCIAL HIGHLIGHTS 

OUR ACTIVITIES

● 売上高

● 1株当たり純資産

● 経常利益

● 総資産／純資産

2019
11 12 1 2 3 4 5

連 結 財 務 ハ イ ラ イ ト

● 親会社株主  に帰属する当期純利益 ● 事業セグメント

● 1株当たり当  期純利益

2020年3月期
連 結 売 上 高

6,245
百万円 

12.5%

2020年3月期の売上高　　　　　　　　   781百万円
 主な事業内容

海外メーカやサービスベンダが日本市場へ参入した際に、
必要となるエンドユーザ向けの技術トレーニング事業を
請負うほか、スキルの棚卸しから不足するスキルを補う
教育までのサイクルを総合的な人財コンサルティングサー
ビスを提供。

53.4%

12.8%

6.3%

15.0%

2020

2020年3月期の売上高　　　　　　　　   800百万円
 主な事業内容

西日本地域におけるICTシステムの運用・保守サービス
とライフサイエンスサービスを提供。

2020年3月期の売上高　　　　　　　   3,331百万円
 主な事業内容

ICTシステムの設計・構築・運用・保守サービスを一貫し
て行うことに加えて、ICT機器の製造支援サービスを提供。

▋ICTソリューション事業

▋教育ソリューション事業

西日本ソリューション事業  ▋

ライフサイエンスサービス事業  ▋

デジタル イノベーション  ▋

人財育成

IT教育

ヘルプデスク

システム開発

アウトソーシング

人工知能

薬機法対応

インテグレーション

医療機器サポート

化学分析機器サポート

ロボティクス

デジタルマーケティング

ライフサイエンス

2020年3月期の売上高　　　　　　　　   939百万円
 主な事業内容

ICTが応用的に使われている医療機器、化学分析装置な
どの保守サービスを提供。

8月
クラウド運用サービス「Kyrios」を提供開始 ～インス
タンス毎の課金で利用可能な運用で、クラウドサービ
スの活用を加速～

8月
名古屋と京都に拠点を開設 ～IT、ライフサイエンス
サービスの全国へのサポート体制を強化～

10月
金融庁政策オープンラ ボ「有価証券報告書等の審査業
務等におけるAI等利用 の検討」に協力

10月
長崎県五島市の公立小 学校にてコミュニケーションロボッ
トによる学習支援の実 証実験を開始

10月
RPA大手のAutomation Anywhereのトレーニングパート
ナープログラムに参画、 トレーニング提供を開始

3月
バイク王の「理念研修」にマイクロラー
ニングプラットフォーム「UMU」を導入

4月
長崎県五島市 の 公
立小学校におけるコ
ミュニケーションロ
ボット学習支援の実
証実験結果を発表

1月
日本IBMの「IBM Japan Excellence Award 2020」において

「Excellence Ecosystem Award」を受賞

7月
AI画像認識により推奨商品を検索する
Third AI マーケティングソリューション

「レコメンドアイ」をリリース

7月
医療分野における画像診断ナショナル
データベース実現に向けた、エルピク
セル社のアノテーション作成システム
の導入支援の実施を発表

5月
ソフトバンクが運営する「AIエコシス
テムプログラム」で 「ベスト・テクノロ
ジー・パートナー・オブ・ザ・イヤー」を
2年連続で受賞

12月
AWS社より、APNアドバンスドコンサル
ティングパートナーに認定

11月
「Third AIコンタクトセンターソリューション」がIBM Watson 

Discoveryを使って機能を強化し、アドバンスト・メディアのAI
音声認識「AmiVoice® Communication Suite」と連携

▋その他0%

2020年3月期の売上高　　　　　　　　        0百万円
 主な事業内容
インド支店、海外プロジェクト案件など。

2020年3月期の売上高　　　　　　　　   391百万円
 主な事業内容

AI・RPA関連サービスとデジタルマーケティングサービ
スを提供。

デジタル イノベーション事業

教育ソリューション事業

ICTソリューション事業

西日本ソリューション事業

ライフサイエンスサービス事業

その他


